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「人権café」の最終号をお届けします。この約半年間、各地での活発な学習と語りあいの
ためにこのシリーズを活用していただき、プロジェクト一同、心から感謝申し上げます。
「人権café」の最終号をお届けします。この約半年間、各地での活発な学習と語りあいの
ためにこのシリーズを活用していただき、プロジェクト一同、心から感謝申し上げます。
ひとたび戦争が起こると、私たちが生まれながらに持っている自由権も社会権も台無しになってしまう――。
この深刻な教訓から確立されてきたのが　　　　　　　　  です。
いのちと向き合い、守ることを使命とする医療・介護・福祉は、いのちが大量に失われる戦争とまったく相容れ
ません。世界に先駆けて平和的生存権を憲法に記したこの国で、政府によって「海外で戦争できる国づくり」が
着々と進められてきました。平和を脅かす動きにたえず関心を持ち、声を上げ、行動してこそ平和は守られます。

平和的生存権平和的生存権
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「この憲法が国民に保障する自由及び権利は、国民の不断の努力によって、これを
保持しなければならない」。日本国憲法第12条の言葉です。

人権は、人間として不当な扱いを受けてきた人たちのねばり強い運動（たたかい）、
「不断の努力」によって勝ちとられてきたものです。不条理な事実を許さず声を上げ
ることこそ、人権を守り実現する「決め手」です。最近では、たとえばジェンダー差別
の問題が日本社会の構造的な問題として多くの人の認識になり、鋭く問い直す運動
が起こっています。五輪組織委員会の前会長の女性差別発言に、瞬く間に抗議の声が
わき起こり辞任に追い込んだのは、こうした運動が現実に社会を変える（進歩させ
る）力を持つことを示しています。

民医連は綱領で、「無差別・平等の医療と福祉の実現をめざす組織」と宣言し、「憲法
の理念を高く掲げ」「すべての人が等しく尊重される社会」をめざしています。患者・
利用者、地域の人々の人権を何よりも大切にすること、その実現のために専門職とし
て力をあわせることは、私たちの組織文化にほかなりません。

お互いにこれからも、憲法や国際的な人権保障の到達点を学び力にして、人権尊重
を中心的な価値とする倫理観を高め、すべての人の尊厳が大切にされる社会への変
革の視点をみがき成長していきましょう。＜完＞

日本国憲法は平和的生存権をはじめ世界でも先進的な多岐にわたる人権条項をもっ
ており、それが私たちの運動の力になっています。あわせて国際的な人権基準はより詳し
い規定をしている点で、日本での人権保障のあり方を問い直す普遍的なよりどころです。
Q11で扱った条約機関（委員会）による各国の報告書の審査や勧告は、いわゆる強

制力を持つものではありませんが、条約条文の解釈で非常に具体的な内容を提示し
ており（たとえば健康権保障とはこういう内容が含まれるとか、権利としての社会
保障のためにこういう措置を講ずるべき、など）、国際的な英知の結集として相当の
権威と重みがあります。その内容は、国際的な基準から日本の現状の問題点を指摘
したものであり、私たちが今後何をすべきかを判断する指針になるものです。そし
て、政府が対策を怠ったり後ろ向きである場合、私たちはそれにもとづいて声をあ
げていくことができます。
これまでの人権caféシリーズでみてきたように、社会の変化・歴史の進歩に伴っ

て人権も豊かに発展拡大してきました。そしてこれからも、人間の自由や生存に関
わる新たな課題が生じてくるでしょうが、それらに向きあうためにも、国際社会が
築いてきた人権基準に照らして考えることが大事です。

Q.13 日本国憲法との関係で国際人権保障には
どんな意義がありますか？

人権を守り実現する決め手は何でしょうか？Q.14
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「私たちの地球を守ろう」プラカードをかかげる参加者＝2020年9月25日、ベルリン気候変動対策を
求める若者の運動「未来のための金曜日」が呼びかけた世界一斉行動日(しんぶん赤旗提供)
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